
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
国
の
一
つ
で
あ
る
。
テ

ー
ラ
ワ
ー
ダ
の
在
家
仏
教
徒
に
は
布
施
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。
事
実
、
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
国
の
中
に
は
、
比
丘
や

沙
弥
な
ど
が
毎
早
朝
托
鉢
を
行
な
い
、
在
家
仏
教
徒
が
彼
ら
に
施

食
を
行
な
っ
て
い
る
国
を
も
あ
る
。
し
か
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、

日
常
的
な
托
鉢
は
、
現
在
殆
ん
ど
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
と
言
っ

①

て
よ
い
。
一
部
の
寺
院
の
僧
や
、
特
定
の
壇
家
の
あ
る
寺
に
は
属

さ
ぬ
乞
食
僧
が
、
鉢
を
携
え
て
行
な
う
例
も
あ
る
が
、
現
代
の
ス

リ
ラ
ン
カ
で
は
稀
で
あ
ろ
う
。
一
般
寺
院
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属

す
る
壇
家
や
信
徒
が
あ
る
。
日
本
の
よ
う
に
制
度
化
さ
れ
て
い
な

い
が
、
富
裕
な
壇
家
が
当
番
を
決
め
た
り
し
て
、
寺
院
や
沙
弥
の

食
事
を
賄
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

寺
院
の
食
事
を
賄
っ
て
い
る
在
家
仏
教
徒
は
布
施
を
行
な
っ
て

い
る
訳
で
あ
る
が
、
他
の
一
般
在
家
仏
教
徒
に
と
っ
て
は
、
日
常

的
な
布
施
は
な
い
。

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
供
養
（
冒
司
）現

代
ス
リ
ラ
ン
カ
の
在
家
仏
教
徒
の
、
布
施
に
か
わ
る
行
な
い

は
供
養
（
自
蔵
）
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
供
養
に
は
、
支
提
供
養
（
。
①
葺
四
も
号
塔
供
養
）
、
菩
提

樹
供
養
守
且
ご
‐
目
試
）
、
仏
像
供
養
（
胃
呂
冨
‐
冒
司
）
の
三
種
が

②

あ
る
。
こ
の
三
種
は
、
支
提
の
三
種
、
即
ち
舎
利
支
提
（
３
時
目
恩
‐

・
呂
冒
）
、
受
用
物
支
提
（
圖
昌
ｇ
ｏ
唱
冨
‐
。
①
茸
冨
）
、
象
徴
支
提

（
巨
呂
の
の
房
Ｐ
Ｉ
Ｏ
の
威
制
）
に
由
来
す
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
に
お
い
て

は
、
支
提
（
８
身
騨
）
と
言
え
ば
一
般
的
に
舎
利
支
提
を
意
味
す
る
。

受
用
物
（
葛
風
ｇ
ｏ
唱
冨
）
と
は
仏
陀
の
受
用
し
た
衣
鉢
等
で
あ
る

が
、
菩
提
樹
も
亦
仏
陀
が
悟
り
を
開
く
た
め
に
受
用
し
た
も
の
の

一
つ
で
あ
る
の
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
特
に
菩
提
樹
を
受
用
物
支

提
と
し
、
菩
提
支
提
宙
呂
冨
‐
。
①
武
冨
）
と
呼
ぶ
。
象
徴
（
員
国
の
、
房
Ｐ
）

と
は
、
仏
像
出
現
前
に
は
、
菩
提
樹
や
法
輪
が
仏
陀
の
象
徴
で
あ
っ

た
ろ
う
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
こ
れ
を
像
支
提
言
農
昌
忌
‐
。
§
怠
）

と
し
て
仏
像
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
訳
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ

柏

原
信
行
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仏
教
徒
は
、
寺
院
に
参
拝
す
る
と
先
ず
塔
に
礼
拝
し
、
次
い
で
菩

提
樹
に
、
そ
し
て
仏
殿
の
仏
像
に
礼
拝
し
、
最
後
に
寺
院
内
の
神

③

祠
の
神
像
に
こ
れ
ら
の
礼
拝
の
功
徳
を
廻
向
し
、
彼
ら
に
随
喜
さ

せ
、
守
護
を
願
っ
て
い
る
。

日
常
の
寺
院
参
拝
や
簡
略
な
折
に
は
、
仏
教
徒
は
寺
院
に
灯
明

用
の
耶
子
油
や
線
香
や
花
び
ら
を
持
参
し
て
三
種
の
支
提
に
供
え

供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。
然
し
、
毎
月
の
満
月
祭
（
弓
制
）
や
特

別
な
折
に
は
供
養
の
為
の
一
連
の
偏
頌
が
僧
俗
に
よ
っ
て
詞
せ
ら

れ
る
。正
式
の
法
要
、
即
ち
先
祖
供
養
や
地
鎮
祭
の
折
に
は
、
在
家
者

の
家
に
比
丘
が
招
か
れ
徹
夜
の
。
ハ
リ
ッ
タ
読
調
と
翌
朝
昼
の
比
丘

・
沙
弥
へ
の
施
食
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
要
と
は
又
別
の
儀

式
が
供
養
で
あ
ろ
う
。

供
養
の
儀
式
は
三
種
の
う
ち
特
に
菩
提
樹
と
仏
像
に
対
し
て
行

な
わ
れ
、
仏
塔
供
養
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。

中
で
も
菩
提
樹
供
養
は
、
個
人
的
な
祈
願
の
み
な
ら
ず
、
国
家

鎮
護
や
雨
乞
い
等
の
た
め
に
国
家
行
事
と
し
て
、
宗
教
を
重
視
す

る
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

菩
提
樹
が
仏
陀
の
受
用
物
で
あ
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
烏
の

翼
等
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
一
人
生
え
し
た
も
の
等
以
外
の
菩
提
樹

④

は
神
聖
な
も
の
で
あ
っ
て
、
神
々
が
宿
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
菩
提
樹
に
対
す
る
樹
神
信
仰
は
ス
リ
ラ
ン
カ
独
自
の
も
の

で
は
な
い
。
菩
提
樹
Ｂ
ａ
三
‐
目
巳
鼻
冒
或
い
は
単
に
国
且
匡
）
は
仏

陀
の
覚
り
以
前
は
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ッ
タ
（
鼠
ぐ
騨
津
盲
・
闘
胃
儲
の
騨
芹
菌
）

と
呼
ば
れ
、
ア
タ
ル
ヴ
ァ
ヴ
ェ
ー
ダ
、
サ
タ
パ
タ
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
、

チ
ャ
ー
ン
ド
ー
グ
ャ
ウ
。
〈
ニ
シ
ャ
ッ
ド
等
に
神
樹
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
リ
リ
ー
・
ダ
・
シ
ル
ワ
ー
博
士
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
菩
提
樹
の
葉
の
文
様
は
更
に
先
史
時
代

の
イ
ン
ダ
ス
文
明
に
ま
で
逆
の
ぼ
り
、
ハ
ラ
ッ
パ
遺
跡
の
墓
地
か

ら
出
た
壷
に
も
こ
の
葉
の
文
様
が
あ
り
、
古
代
か
ら
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
⑤

ツ
タ
樹
が
礼
拝
の
聖
な
る
対
象
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

パ
ー
リ
経
典
中
に
も
、
樹
神
信
仰
は
認
め
ら
れ
る
。
中
部
に
は

⑥

サ
ー
ラ
の
樹
に
棲
む
樹
神
（
目
嶌
冒
‐
号
ぐ
騨
薗
）
が
登
場
し
、
ミ
リ

ン
ダ
パ
ン
ハ
に
は
パ
ラ
ー
サ
樹
と
バ
ン
ダ
ナ
樹
に
棲
む
樹
神
が
登

⑦

場
す
る
。
律
中
に
は
、
植
物
を
伐
る
と
波
逸
提
で
あ
る
と
い
う
項

目
が
立
て
ら
れ
た
由
来
に
つ
い
て
、
伐
ら
れ
た
樹
の
樹
神
を
登
場

⑧

さ
せ
て
い
る
。
各
種
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
か
ら
は
、
樹
神
が
ニ
グ
ロ
ー

ダ
（
バ
ン
ヤ
ン
）
の
樹
の
梢
や
う
ろ
に
自
分
達
の
子
供
と
棲
ん
で

い
る
こ
と
、
人
々
が
彼
ら
の
た
め
に
樹
の
根
も
と
に
施
食
を
な
し
、

樹
神
は
そ
れ
を
貰
う
代
わ
り
に
人
々
を
守
護
す
る
こ
と
、
な
ど
の

⑨

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

時
代
が
下
が
る
と
考
え
ら
れ
る
ミ
リ
ン
ダ
パ
ン
ハ
や
ジ
ャ
ー
タ
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力
以
外
で
も
、
初
期
経
典
と
さ
れ
る
ダ
ン
マ
。
ハ
ダ
や
、
中
部
か
ら

は
、
樹
の
と
こ
ろ
に
支
提
（
８
辱
騨
）
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
支
提
は
前
述
の
三
種
の
支
提
と
は
異
な
り
、

中
部
に
は
怖
畏
を
与
え
る
処
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
神
の

供
養
の
た
め
に
作
ら
れ
た
築
山
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
か
と
考
え

⑩

ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
典
か
ら
、
。
〈
－
リ
仏
教
に
お
い
て
も
樹
神
は

そ
の
存
在
を
無
視
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

元
来
、
民
間
信
仰
の
中
に
生
き
て
い
た
樹
神
信
仰
は
、
・
ハ
ー
リ

仏
教
の
中
で
も
そ
の
地
位
を
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

菩
提
樹
ｅ
且
巨
‐
昌
鳫
目
）
が
ア
シ
ヴ
ァ
ッ
タ
樹
で
あ
る
こ
と

⑪

は
、
長
部
や
島
史
か
ら
知
ら
れ
る
。
ゴ
ー
タ
マ
仏
は
ア
シ
ヴ
ァ
ッ

タ
樹
下
で
悟
り
を
開
い
た
が
、
過
去
の
諸
仏
は
、
ヴ
ィ
パ
ッ
シ
ー

仏
が
．
ハ
ー
タ
リ
ー
樹
、
シ
キ
仏
が
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
樹
、
ヴ
ェ
ッ
サ

ブ
ー
仏
が
サ
ー
ラ
樹
、
カ
ク
サ
ン
ダ
仏
が
シ
リ
ー
ナ
樹
、
コ
ー
ナ

ー
ガ
マ
ナ
仏
が
ウ
ド
ゥ
ン
、
く
う
樹
、
カ
ッ
サ
・
〈
仏
が
ニ
グ
ロ
ー
ダ

と
い
う
様
に
、
各
別
の
樹
下
で
悟
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
律
に
は

植
物
の
伐
採
が
波
逸
提
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
の
植

物
中
の
樹
木
に
は
ア
ッ
サ
ッ
タ
、
ニ
グ
ロ
ー
ダ
、
ピ
ラ
ッ
カ
、
ウ

ド
ゥ
ン
ゞ
ハ
ラ
、
カ
ッ
チ
ャ
カ
、
カ
ピ
タ
ナ
と
い
っ
た
名
が
挙
げ
ら
⑫

れ
て
、
ア
シ
ヴ
ァ
ッ
タ
が
現
実
の
樹
木
名
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

大
史
で
は
、
菩
提
樹
の
将
来
よ
り
遙
か
以
前
、
仏
陀
自
身
の
三

度
の
セ
イ
ロ
ン
島
訪
問
の
伝
説
の
二
度
目
に
あ
た
る
ナ
ー
ガ
・
デ

ィ
ー
パ
訪
問
の
際
、
仏
陀
が
、
島
の
利
益
の
た
め
に
、
ラ
ー
ジ
ャ

ー
ャ
タ
ナ
樹
と
、
そ
こ
に
棲
ん
で
い
た
神
を
連
れ
て
い
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
コ
ホ
ン
、
〈
樹
や
ヌ
ガ
樹
（
ニ
グ
ロ

ー
ダ
）
の
樹
神
へ
の
礼
拝
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ー
ジ
ャ
ー
ャ
タ

ナ
樹
は
菩
提
樹
の
如
く
呼
称
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
樹
の
種
類
は

定
か
で
は
な
い
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
古
来
よ
り
樹
神
信
仰
が
伝

統
的
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

菩
提
樹
た
る
ア
シ
ヴ
ァ
ッ
タ
樹
に
つ
い
て
も
、
地
の
樹
と
同
様
、

神
々
が
棲
ん
で
い
る
と
見
倣
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
樹
神

信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
ア
シ
ヴ
ァ
ッ
タ
が
、
仏
陀
の
悟
り
の
為
の

受
用
物
た
る
菩
提
樹
と
し
て
礼
拝
の
対
象
と
な
り
、
パ
ー
リ
仏
教
、

ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
の
中
で
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
こ
と

に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
菩
提
樹
供
養
に
つ
い
て
は
、
大
史
や
島
史
に

よ
れ
ば
、
セ
イ
ロ
ン
島
へ
将
来
さ
れ
た
時
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
供
養
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
島
史
で
は
、
大
菩
提
樹
が
セ
イ

ロ
ン
島
に
到
着
し
た
時
、
諸
天
や
諸
龍
が
大
菩
提
樹
を
と
り
囲
ん

で
、
種
々
の
蓮
や
そ
の
他
の
華
を
雨
降
ら
し
て
供
養
し
、
王
ら
は
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⑬

華
鬘
や
香
で
供
養
し
た
と
さ
れ
、
大
史
で
も
、
人
々
が
香
や
華
で

⑭

供
養
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
供
養
の
具
体
的
な
方

法
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
大
史
で
は
、
後
に
守
ハ
ー
デ
ィ
ヵ
・
ァ
、
ハ

⑮

ャ
王
の
時
に
菩
提
樹
の
灌
水
供
養
宙
且
巨
‐
の
自
習
圏
‐
君
芭
が
行
な

⑯

わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

現
代
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
菩
提
樹
供
養
ａ
且
巨
‐
冨
試
）
で
は
、

灯
明
・
線
香
・
花
び
ら
を
供
え
る
他
、
灌
水
も
な
さ
れ
て
い
る
。

⑰

壷
に
入
れ
て
頭
に
頂
い
て
き
た
聖
水
を
菩
提
道
場
（
菩
提
樹
の
敷

⑱

地
）
の
四
方
に
灌
ぐ
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
削
っ
た
コ
コ
ナ
ツ

の
胚
か
ら
搾
り
取
っ
た
乳
化
液
で
煮
た
米
（
キ
リ
・
ゞ
ハ
ッ
ト
ゥ
、

⑲

乳
飯
）
も
備
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
特
に
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
の
大

菩
提
樹
に
は
種
々
の
色
彩
の
短
い
矢
羽
形
の
旗
が
万
国
旗
の
よ
う

⑳

に
飾
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
と
は
別
の
正
式
の
菩
提
樹
供
義
の
仕
方
と
さ
れ
る
も
の

が
見
葉
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

菩
提
樹
の
ま
わ
り
の
庭
を
掃
除
す
る
。
濾
過
し
た
き
れ
い

⑳

な
水
に
白
い
香
料
、
サ
ワ
ン
ダ
ラ
ー
（
鼠
ぐ
昔
烏
風
）
、
ジ
ャ

ス
ミ
ン
の
花
の
汁
を
入
れ
た
水
の
壷
を
七
つ
用
意
す
る
。
そ

の
水
を
少
々
、
菩
提
道
場
と
、
花
を
供
え
る
台
の
上
と
に
撤

⑫

く
。
菩
提
樹
庭
に
、
二
十
一
枚
の
ブ
ラ
ッ
ト
ゥ
の
葉
を
三
つ

の
花
の
形
に
し
て
一
列
に
並
や
へ
る
。
菩
提
樹
庭
の
四
隈
に
．

コ
ナ
ッ
の
花
を
生
け
た
水
が
め
を
四
つ
安
置
し
て
、
ヴ
ィ
シ

ュ
ヌ
、
カ
タ
ラ
ガ
マ
、
サ
マ
ン
、
ヴ
ィ
ビ
ー
シ
ャ
ナ
の
四
神

の
た
め
に
ギ
ー
オ
イ
ル
の
灯
明
を
四
つ
点
す
。
そ
し
て
、
先

の
蓮
形
の
ブ
ラ
ッ
ト
ゥ
の
葉
の
中
央
の
も
の
に
コ
コ
ナ
ッ
オ

イ
ル
の
灯
明
を
七
つ
点
し
、
右
側
の
マ
ハ
ー
・
デ
ー
ヴ
ァ

⑳

（
シ
ヴ
ァ
神
）
の
マ
ン
ダ
ラ
に
七
つ
、
左
側
の
九
曜
の
マ
ン

ダ
ラ
に
九
つ
の
ギ
ー
オ
イ
ル
の
灯
明
を
点
す
。
香
料
の
入
っ

た
水
を
一
つ
ず
つ
頭
の
上
に
載
せ
て
、
菩
提
樹
を
右
逹
三
而

し
て
潅
水
す
る
。
白
い
花
の
華
童
や
、
白
黄
二
色
の
旗
を
七

つ
連
ね
た
も
の
を
菩
提
樹
に
掛
け
、
蓮
の
花
を
七
つ
供
え
る
。

菩
提
樹
庭
の
灯
明
の
点
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ト
ゥ
の
上
に
、
赤
・

青
・
黄
・
白
の
色
の
花
と
九
種
ほ
ど
置
き
、
そ
こ
で
樟
脳
を

⑳

焚
く
。
以
上
の
こ
と
を
水
曜
日
か
士
曜
日
に
始
め
、
一
週
間

⑳

毎
日
続
け
る
と
良
い
。

こ
の
様
な
厳
密
な
供
養
は
現
在
で
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、

見
葉
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前
は
実
際
に
行
な
わ
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
た
様
に
、
菩
提

樹
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
神
々
や
星
宿
に
も
礼
拝
が
な
さ
れ

て
い
る
。
又
、
三
や
七
と
い
う
数
は
、
そ
れ
自
体
が
神
秘
的
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ダ
ン
マ
・
〈
ダ
に
よ
れ
ば
、
元
来
、
樹
支
提
に
帰
依
し
て
も
、
一
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切
苦
か
ら
脱
れ
る
た
め
の
三
宝
の
よ
う
な
安
穏
で
最
高
の
帰
依
処

と
は
な
り
得
な
い
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
部
で
言
わ
れ
た
よ

⑳

う
に
怖
畏
す
べ
き
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

仏
陀
の
悟
り
に
よ
っ
て
、
ア
シ
ヴ
ァ
ッ
タ
樹
は
仏
教
徒
か
ら
の

正
統
の
礼
拝
の
対
象
と
し
て
の
地
位
を
得
た
。
そ
れ
と
同
時
に
仏

教
以
前
か
ら
の
樹
神
信
仰
も
改
め
て
定
着
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

菩
提
道
場
が
地
球
の
腰
で
あ
る
と
い
う
注
釈
害
時
代
以
降
の
発
想

が
ゥ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
や
民
間
信
仰
の
響
影
で
あ
る
こ
と
を
ダ
．
シ

⑳

ル
ワ
ー
博
士
が
指
適
さ
れ
る
が
、
他
の
民
間
信
仰
的
色
彩
も
後
代

に
は
強
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

次
に
、
仏
像
供
養
（
胃
目
冨
‐
目
芭
に
つ
い
て
。
大
史
に
よ
れ

ば
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
マ
ハ
ー
カ
ー
ラ
龍
王
に
頼
ん
で
化
作
し
て

貰
っ
た
、
三
十
二
相
八
十
随
形
好
を
具
え
た
仏
像
に
対
し
て
、
眼
⑳

供
養
（
騨
鳫
目
‐
冨
試
）
と
い
う
こ
と
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

仏
供
養
（
切
言
目
冒
も
且
四
）
の
語
は
、
大
史
中
で
は
マ
ハ
ー
ャ
サ
王

⑳

が
行
な
っ
た
と
し
て
見
ら
れ
る
。
然
し
、
供
養
が
ど
の
よ
う
に
し

て
行
な
わ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

現
在
は
仏
像
は
普
通
、
仏
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
満
月
祭

（
弓
冨
）
の
日
や
、
寺
院
で
指
定
す
る
特
定
の
曜
日
に
は
、
仏
像
供

養
が
行
な
わ
れ
る
。
仏
塔
や
菩
提
樹
に
は
、
各
自
名
々
が
随
時
参

拝
す
る
が
、
仏
殿
で
は
定
時
に
集
合
し
、
一
定
の
順
序
を
以
っ
て

仏
像
に
対
す
る
供
養
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
菩
提
樹
供
養
は
広
く

一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
仏
像
供
養
も
寺
院
で
の
最
も
一
般

的
行
事
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
仏
殿
に
集
ま
っ
た
在
家
仏
教
徒
は
、

比
丘
の
導
唱
と
共
に
偶
頌
を
唱
和
し
、
続
い
て
種
々
の
も
の
を
以

っ
て
供
養
を
行
な
う
。
供
養
さ
れ
る
物
は
銘
々
が
供
え
る
の
で
は

な
く
、
予
め
比
丘
や
沙
弥
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
一
列
に
並
ん
だ

仏
教
徒
に
順
次
手
渡
さ
れ
、
仏
像
の
前
の
比
丘
に
よ
っ
て
供
え
ら

れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
、
各
人
の
供
養
と
し
て
で
は
な
く
、
参
拝
し

た
皆
の
者
が
貴
賎
貧
家
の
差
を
越
え
て
同
等
の
資
格
を
以
て
供
え

る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

供
養
の
際
に
唱
和
さ
れ
る
偶
頌
は
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
が
例

え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

ｚ
四
目
四
ゅ
園
畠
冒
礼
拝

ｚ
四
日
○
菌
協
い
ウ
ヶ
侭
四
ぐ
ゆ
８
②
Ｈ
Ｐ
ロ
色
８
，
四
目
日
閉
包
日
ず
ご
Ｑ
・
彦
守

め
い
四
。彼

の
世
尊
・
阿
羅
漢
・
正
等
覚
者
に
礼
拝

（
三
回
繰
返
し
）

罠
の
胃
四
ｇ
三
帰
依

団
巨
Ｑ
Ｑ
ｐ
ｐ
Ｒ
旨
の
四
黒
色
崎
沙
昌
冒
ぬ
い
○
○
豈
曽
〕
昌
管

ロ
ロ
四
日
目
四
日
い
い
Ｈ
色
伺
い
日
、
四
○
○
画
曽
昌
．

の
四
口
函
営
色
員
〕
の
四
Ｈ
四
口
四
Ｒ
恒
函
⑧
○
○
屋
動
口
昌
》
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己
具
ご
四
目
ｐ
以
下
同
右

目
四
陣
冒
日
直
以
下
同
右

我
は
仏
に
帰
依
す
、
我
は
法
に
帰
依
す
、
我
は
僧
に
帰
依
す
。

再
び
、
（
以
下
同
じ
）
。
三
た
び
、
（
以
下
同
じ
）

砲
四
口
農
五
戒

岸
勺
山
口
働
歓
も
倒
計
働
く
①
Ｈ
Ｐ
禺
己
四
ｐ
Ｈ
里
丙
丙
回
凶
も
Ｐ
Ｑ
ｐ
Ｈ
口
の
四
門
口
脚
。
』
日
脚
Ｈ
ロ
』
．

瞬
少
ｇ
ｐ
ｐ
凶
旦
勵
冒
働
く
①
Ｈ
四
目
四
日
の
涛
丙
ロ
凶
も
四
口
口
Ｂ
ｍ
ｐ
口
国
。
ご
申

寓
尽
』
』
”

酌
用
門
幽
【
己
①
ｍ
匡
冒
〕
旨
Ｏ
彦
勵
Ｏ
脚
Ｈ
働
く
①
Ｈ
ゆ
ぼ
ロ
色
目
Ｈ
閏
汽
丙
営
脚
ｂ
ｐ
Ｑ
Ｐ
壗
恒
め
ゆ
Ｉ

員
芦
幽
旦
戸
ぐ
凶
属
目
酔

匙

吟
与
国
ロ
の
画
く
画
Ｑ
働
く
①
民
四
揖
冒
四
口
閏
巴
戸
丙
丘
倒
も
四
口
色
尉
恒
の
四
間
口
画
。
］
ぐ
國
呂
目
』
．

ｔ

印
の
ロ
屏
働
Ｈ
口
①
Ｈ
秒
］
四
門
ご
色
］
］
凹
む
ゆ
属
国
動
Ｑ
ゆ
計
汁
け
山
口
脚
ぐ
①
禺
騨
民
口
ゆ
ｐ
Ｈ
里
丙
丙
‐

ｐ
凹
む
四
。
ゆ
員
］
の
色
員
』
脚
。
』
肖
凶
Ｈ
ご
』
．

一
、
殺
生
を
離
れ
る
学
処
を
我
は
遵
守
す
。

二
、
不
与
取
を
離
れ
る
学
処
を
我
は
遵
守
す
。

三
、
欲
邪
行
を
離
れ
る
学
処
を
我
は
遵
守
す
。

四
、
妄
語
を
離
れ
る
学
処
を
我
は
遵
守
す
。

五
、
殼
酒
・
果
酒
と
い
う
酔
わ
せ
放
逸
の
原
因
で
あ
る
も
の

を
離
れ
る
学
処
を
我
は
遵
守
す
。

切
目
ロ
ロ
ぐ
自
己
目
四
仏
陀
の
礼
拝

澤
月
陣
も
骨
、
○
ず
ぽ
四
ｍ
ゆ
く
脚
色
禺
凹
け
い
門
口
い
ゆ
民
口
目
〕
凶
の
四
口
〕
ウ
ロ
Ｑ
Ｑ
豈
○

ぐ
胃
］
］
四
○
四
Ｈ
画
己
画
い
い
員
］
ご
画
ロ
ロ
○
」
の
巨
頭
色
守
○
畳
○
局
四
ぐ
］
邑
口
四
口
匡
詳
庁
Ｐ
Ｈ
Ｏ

も
匡
局
耐
い
・
四
Ｈ
ご
門
口
抄
の
働
吋
凹
庁
丘
閂
の
四
誇
庁
豈
○
。
①
ぐ
ゅ
口
声
四
国
宮
の
の
ｐ
ロ
四
口
目

ヴ
ロ
ロ
ロ
ロ
○
ず
ロ
四
ｍ
色
ｑ
脚
は
．

こ
の
よ
う
に
又
、
彼
の
世
尊
、
阿
羅
漢
、
正
等
覚
者
、
明

行
足
、
善
逝
、
世
間
解
、
無
上
の
調
御
丈
夫
、
天
人
中
の

⑳

師
、
仏
、
世
尊
は
…
と
。

騨
国
ロ
。
Ｑ
ぽ
い
Ｈ
恒
昔
ぐ
岸
四
も
四
国
冒
包
ロ
汁
四
院
桓
め
ゅ
局
四
恒
四
儲
逼
ぬ
ゆ
○
○
昏
倒
寓
目
』
．

生
命
の
終
焉
ま
で
私
は
仏
陀
に
帰
依
す
る
。

酌
昌
①
Ｏ
ゆ
ず
ロ
ロ
ロ
ロ
脚
Ｐ
庁
騨
創
○
酔

目
①
○
ゆ
ず
ｐ
Ｑ
Ｑ
ｐ
倒
凹
ご
倒
函
四
庁
脚

己
煙
○
○
口
ロ
四
国
ロ
四
○
四
ぐ
①
ご
巨
・
・
ロ
脚

卜
ト

ー

四
丘
凹
Ｈ
ｐ
ｑ
ｍ
ロ
ロ
脚
門
口
』
ｍ
ゆ
ず
ず
ゅ
Ｑ
凶
．

過
去
の
諸
仏
と
未
来
の
諸
仏
と
現
在
の
諸
仏
と
に
私
は
常

に
礼
拝
す
る
。

吟
ｚ
Ｐ
ヰ
巨
日
の
の
凹
制
四
口
目
ロ
四
国
ロ
四
目
．■、

国
ｐ
Ｑ
Ｑ
ｐ
Ｏ
Ｒ
目
の
の
四
Ｈ
ゆ
口
凹
Ｈ
ご
く
い
制
四
尉
漫

の
計
①
唇
④
、
四
○
○
四
ｌ
ぐ
Ｐ
ご
①
口
四
》

』
亘
巨
○
目
目
①
芯
司
画
旨
国
己
的
巴
四
目
．

私
に
は
他
の
帰
依
所
は
無
い
。
私
に
は
仏
陀
が
最
高
の
帰

依
所
で
あ
る
。
こ
の
真
実
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
私
に
勝
利

の
幸
福
が
あ
れ
。
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画
ご
茸
四
日
四
口
函
①
ロ
ゆ
ぐ
四
国
ロ
①
ロ
色
目
．

己
凶
。
Ｐ
も
ｐ
Ｈ
恒
印
巨
ぐ
色
Ｈ
匡
庁
庁
色
員
）
沙
Ｈ
Ｐ

切
匡
Ｑ
Ｑ
ｐ
①
晋
○
炭
丘
巴
拝
○
。
○
の
○
〉

切
匡
Ｑ
Ｑ
ｐ
○
戸
ぽ
ゆ
門
口
煙
汁
口
含
四
口
〕
Ｈ
固
い
Ｈ
口
伊
Ｈ
口
．

私
は
頭
を
以
て
、
最
高
の
黄
金
樹
〔
た
る
仏
陀
〕
を
礼
拝

し
た
℃
仏
陀
に
対
す
る
迂
澗
な
過
ち
は
、
仏
陀
は
こ
れ
を

私
に
許
し
給
え
。

ロ
冒
貝
ご
葛
ゆ
く
四
目
目
画
法
の
礼
拝

隈
の
ぐ
ゆ
丙
斥
け
勵
庁
○
ず
旨
四
ｍ
ゆ
ぐ
凹
庁
Ｏ
Ｑ
ｐ
四
片
目
員
〕
○
ｍ
四
国
Ｑ
拝
↑
ず
』
宍
○
画
屏
凶
ｌ

匡
庶
○
①
丘
肖
も
ゆ
め
巴
斥
○
○
℃
四
口
色
望
〕
丙
○
℃
四
○
○
Ｐ
斧
計
ｐ
Ｈ
恒
ぐ
①
ロ
津
い
す
ず
○

ぐ
芦
回
ロ
ロ
ロ
別
は
．

世
尊
に
よ
っ
て
善
く
説
か
れ
た
法
は
、
現
実
の
も
の
で
あ

り
、
時
間
に
制
限
さ
れ
ず
、
「
来
た
れ
見
よ
」
の
も
の
で

あ
り
、
〔
我
々
を
〕
導
く
も
の
で
あ
り
、
智
者
が
各
々
知

⑳

る
、
へ
き
も
の
で
あ
る
と
。

画
．
ロ
丘
四
目
目
色
日
］
弓
拝
四
も
四
Ｈ
ご
四
目
げ
ゆ
目
の
ｐ
Ｈ
四
口
四
日
ｍ
Ｐ
ｏ
ｏ
け
り

Ｈ
Ｒ
〕
岸
．生

命
の
終
焉
ま
で
私
は
法
に
帰
依
す
る
。

騨
冒
①
Ｏ
凹
・
豈
自
ロ
ロ
働
四
岸
津
倒
○
四
〉

『
①
○
四
Ｑ
ぽ
い
獄
ｐ
Ｈ
国
勵
ｐ
ロ
山
函
②
庁
脚

も
色
○
○
口
尼
凹
目
目
色
○
⑳
目
①
。
ｐ
色
胃
目
ロ
輿

色
ぽ
い
民
恒
ぐ
ゅ
ｐ
Ｑ
山
Ｈ
ご
』
、
ゆ
ず
ウ
四
口
脚

過
去
の
諸
法
、
未
来
の
諸
法
、
現
在
の
諸
法
に
、
私
は
常

に
礼
拝
す
る
。

吟
ｚ
四
＃
冒
目
①
め
ゆ
３
国
騨
日
四
口
ロ
閏
漫

Ｑ
ｐ
凹
黒
画
詞
ロ
○
口
］
①
の
四
Ｈ
四
口
也
尉
昼
ご
画
Ｈ
凹
民
口
．■、

４
》

①
庁
①
国
四
の
色
○
○
砂
ｌ
ぐ
ゅ
］
］
①
口
四
ロ
○
吋
ｐ
Ｈ
ロ
①
］
四
ぐ
ゆ
虫
冨
四
国
函
四
］
四
房
ご
・

私
に
は
他
の
帰
依
所
は
無
い
。
私
に
は
法
が
最
高
の
帰
依

所
で
あ
る
。
こ
の
真
実
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
私
に
勝
利
の

幸
福
が
あ
れ
。

画
ロ
ヰ
閏
巨
四
口
函
の
ロ
凹
母
四
口
Ｑ
①
彦
閏
Ｐ

４
Ｊ
ロ
ロ
騨
民
昌
拭
ロ
四
国
○
画
ロ
ぐ
月
ロ
ロ
四
門
口
ぐ
ｐ
Ｈ
四
胃
揖
》

・
ロ
四
閏
国
民
ロ
①
ぐ
○
戸
ｍ
］
洋
○
Ｑ
○
ｍ
○
》

’

Ｑ
旨
い
Ｈ
ご
Ｈ
ｐ
Ｏ
丙
ぽ
ゆ
舜
口
Ｐ
庁
口
誌
四
口
胃
臥
画
凹
計
口
騨
詳
己
．⑫

私
は
頭
を
以
っ
て
、
最
高
の
三
種
の
法
を
礼
拝
し
た
。
法

に
対
す
る
迂
澗
な
過
ち
は
、
法
は
こ
れ
を
私
に
許
し
給
え
。

留
侭
目
遍
く
四
口
目
日
四
僧
伽
の
礼
拝
・

澤
．
の
ロ
も
凹
丘
も
四
国
ロ
○
ず
ロ
四
噸
ゆ
く
色
庁
○
ｍ
凶
ぐ
ゅ
丙
騨
の
四
口
函
冒
○
曹

匡
」
巨
石
色
宮
も
Ｐ
邑
己
○
ず
弓
曾
碗
四
ぐ
色
芹
○
ぬ
凶
く
い
声
色
の
四
国
函
彦
○
》

』
■

』
〕
“
く
ゆ
毛
色
官
や
色
ロ
ロ
○
ず
旨
四
ｍ
ゆ
く
騨
計
○
め
ぃ
ぐ
ゅ
陦
凹
め
い
口
函
ご
○
雪

Ｉ
４

の
倒
呉
ご
目
○
』
℃
色
営
も
四
口
ご
○
ず
旨
四
ｍ
ゆ
く
ｐ
守
○
の
凶
く
座
丙
四
ｍ
四
国
函
昏
○
〕

胃
少
Ｑ
」
Ｑ
色
目
］
○
画
芹
汁
倒
昌
℃
口
昌
の
①
冒
巨
函
四
国
胃
四
号
存
固
凹
も
巨
昌
、
四
己
巨
’

１
Ｃ
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ｍ
ｍ
Ｐ
］
脚
①
、
ゆ
ず
ロ
四
ｍ
い
く
色
庁
○
ｍ
山
ぐ
ゆ
戸
四
、
騨
己
、
丘
○
閏
ロ
ロ
ロ
の
胃
琶
○

も
固
彦
自
国
①
国
司
○
包
四
丙
丙
固
罠
ロ
①
胃
冠
○
四
画
〕
Ｐ
匡
屍
四
門
四
口
引
く
○
四
口
ロ
庁
庁
色
Ｉ

Ｂ
Ｏ
弾

国
日
も
口
働
働
伊
丙
冨
ま
い
目
』
烏
儲
凰
》
茸
．

世
尊
の
弟
子
僧
伽
は
、
妙
行
者
で
あ
り
、
質
実
な
行
者
で

あ
り
、
真
理
〔
を
求
め
る
〕
行
者
で
あ
り
、
方
正
な
行
者

で
あ
る
。
即
ち
、
四
隻
八
輩
の
こ
の
世
尊
の
声
聞
の
僧
伽

は
、
供
食
さ
れ
、
献
上
さ
れ
、
施
さ
れ
、
合
掌
さ
れ
る
に

⑬

ふ
さ
わ
し
く
、
世
間
で
の
最
高
の
福
田
で
あ
る
と
。

い
の
昌
祠
ぽ
い
昌
一
弓
拝
Ｐ
も
ｐ
Ｈ
ｑ
Ｐ
ｐ
冨
昌
の
四
Ｈ
ｐ
ｐ
四
日
盟
○
呂
習
員
．

生
命
の
終
焉
ま
で
私
は
僧
伽
に
帰
依
す
る
。

酌
閨
①
○
四
の
四
国
哩
風
具
浮
動
○
画
》

冠
①
○
四
，
四
己
ぬ
け
四
Ｐ
ロ
四
ｍ
口
計
脚

も
四
○
○
口
も
ｐ
口
昌
傅
○
ゆ
く
①
の
色
口
的
昏
倒

Ｐ
ｐ
ｐ
Ｈ
国
ぐ
ゆ
ロ
ロ
画
門
口
』
、
ゆ
ず
ご
ゅ
Ｑ
口
．

過
去
の
僧
伽
と
未
来
の
僧
伽
と
現
在
の
僧
伽
と
に
私
は
常

に
礼
拝
す
る
。

吟
ｚ
四
芹
巨
目
①
、
色
目
ご
四
目
色
ロ
ロ
自
彊

の
画
己
ｍ
ｐ
Ｏ
ｐ
】
①
ｍ
Ｐ
Ｈ
四
目
②
引
邑
ぐ
ｐ
Ｈ
凹
揖
〕
》

①
庁
①
ご
囚
め
ゆ
Ｃ
Ｏ
ゆ
く
四
一
万
口
ゆ
け
○
庁
巨
員
〕
の
］
四
胃
ｐ
Ｈ
ｐ
Ｐ
画
吸
い
』
Ｐ
昼
胄
．

私
に
は
他
の
帰
依
所
は
な
い
。
私
に
は
僧
伽
が
最
高
の
帰

依
所
で
あ
る
。
こ
の
真
実
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
私
に
最
高

の
幸
福
が
あ
れ
。

釦
ロ
ヰ
四
目
色
己
、
①
ｐ
画
く
四
国
Ｑ
①
ぽ
胃
漫

⑳
四
国
函
ず
い
．
○
四
茸
ぐ
』
Ｑ
冒
○
許
庁
凹
昌
己
自
己
〉

４
ｊ
③
－
４

、
袋
．
函
冒
〕
○
く
○
片
色
』
再
○
色
○
の
Ｐ

の
凹
野
距
冒
○
屍
ロ
ロ
民
屋
凹
蒔
口
庁
色
口
】
目
・
ロ
ロ
口
］
色
Ｒ
口
．

⑭

私
は
頭
を
以
て
、
三
種
の
最
高
の
僧
伽
を
礼
拝
し
た
。
僧

伽
に
対
す
る
迂
澗
な
過
ち
は
、
僧
伽
は
こ
れ
を
私
に
許
し

給
え
。三

宝
帰
依

農
ｚ
四
目
閣
昌
ｍ
ｐ
Ｑ
Ｑ
ロ
四
目
函
ロ
ロ
儲
四
ｍ
胃
四
国
冨
日
〕

の
僅
詐
佇
凶
の
凹
旦
働
匠
○
口
詐
巨
の
員
丙
丘
日
ゆ
ぐ
①
Ｈ
Ｐ

丙
働
昌
○
］
』
ぬ
口
○
○
丘
○
の
四
吋
四
』
Ｏ
Ｑ
ｐ
ｍ
四
国
ロ
ロ
○
》

凸
■
争

凸
Ｊ

ぬ
い
○
○
口
四
国
首
の
四
口
。
①
Ｒ
国
凹
Ｈ
ｍ
ｐ
②
Ｈ
ｐ
ｍ
ｐ
ゆ
Ｈ
ｐ
ｏ
Ｐ

⑮

徳
の
全
太
洋
た
る
仏
を
私
は
礼
拝
す
る
。
衆
生
よ
、
常
に

幸
福
で
怨
み
の
無
い
者
で
あ
れ
。
肉
体
は
厭
う
べ
き
も
の

で
あ
り
、
全
て
悪
臭
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も

の
は
死
に
至
る
。
我
も
ま
た
。

騨
塁
、
日
日
巳
。
ｐ
閏
ロ
日
四
目
の
巨
函
鼻
①
ロ
四
号
巴
国
日
．

、
凹
計
計
四
の
ｐ
Ｑ
山
ロ
○
国
庁
巨
の
匡
丙
丘
】
ゆ
く
①
Ｈ
Ｐ

草
》
Ｉ

Ｊ
Ｉ

山

４
凸
ｑ
凸

‐
凸
４

侭
凹
『
○
］
侭
ロ
○
○
画
○
の
四
俵
四
房
○
口
口
、
④
ロ
ロ
ロ
○
》

４
■
凸

凸
４

函
色
○
○
画
四
己
宮
、
画
ロ
ロ
①
【
口
四
吋
四
己
色
目
〕
色
盲
沙
呂
冒
○
四
。
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善
逝
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
法
を
礼
拝
す
る
。
（
以
下
同
文
）

蝉
ｚ
閏
口
倒
昌
の
色
国
ぬ
け
閏
恒
昌
ロ
日
Ｈ
且
閉
働
く
四
丙
胃
Ｐ

の
騨
庁
寺
画
の
四
。
倒
丘
○
口
庁
匡
の
巨
屏
面
目
ゆ
く
①
Ｈ
Ｐ

炭
回
国
○
豈
ｍ
ｐ
ｏ
ｇ
胃
○
の
四
戸
Ｐ
］
○
口
ロ
ぬ
い
』
〕
Ｑ
○
〉

⑯

函
煙
Ｃ
Ｏ
ロ
四
国
丘
め
ゅ
ワ
ヮ
①
閂
ご
口
思
い
ロ
四
居
口
色
唇
色
園
恒
○
餌
．

賢
人
の
王
た
る
僧
伽
を
私
は
礼
拝
す
る
。
（
以
下
同
文
）

以
上
の
よ
う
な
偶
頌
を
以
て
三
宝
に
礼
拝
し
た
あ
と
、
供
養
の

偶
が
語
せ
ら
れ
る
。

呵
四
冨
口
勺
且
習
四
灯
の
供
養

岸
の
彦
凹
口
色
の
國
叶
四
ｄ
ｐ
Ｐ
＆
茸
①
ロ
ゆ
ゞ
島
も
①
口
蝕
詳
⑳
目
四
‐
Ｑ
宮
四
目
、
旨
い

ト
ト

は
］
○
戸
四
Ｉ
Ｑ
Ｈ
も
色
員
〕
の
ｐ
Ｈ
ロ
ウ
ロ
ロ
ロ
ロ
②
Ｈ
恒
雪
も
ロ
〕
色
目
倒
罠
ロ
』
守
四
員
』
○
膏
巨
‐

Ｑ
煙
掛
目
．

樟
脳
に
点
さ
れ
た
闇
を
破
る
灯
を
以
て
、
闇
を
破
っ
た
三

界
の
灯
た
る
正
覚
者
に
私
は
供
養
す
る
。

い
》
白
煙
面
四
口
ロ
ゴ
四
戸
倒
閂
四
国
ロ
Ｑ
丘
四
片
口
の
巾
庁
ぐ
ぃ

の
画
什
汁
の
○
口
屍
丙
ぽ
い
ｄ
四
Ｈ
ロ
○
○
秒
目
』
）

卜

計
凹
朋
四
国
ロ
ロ
旦
丘
凹
朋
》
臂
ご
四
目
目
も
四
日
．

⑰

も
ロ
］
①
貝
巨
黒
昌
ｍ
ｐ
ｍ
ご
四
国
ロ
四
口
四
Ｈ
Ｐ

真
黒
闇
を
破
り
、
衆
生
を
苦
か
ら
解
放
し
た
彼
の
仏
陀
に
、

こ
の
こ
こ
ろ
喜
ば
し
き
灯
を
私
は
供
養
す
る
。

普
く
ｐ
ｐ
ｇ
も
国
司
香
の
供
養

ｍ
ｐ
ｍ
四
ｐ
Ｑ
ｐ
－
Ｉ
丙
倒
目
騨
ｌ
ぐ
ゆ
ロ
四
国
餌
属
目
》
Ｐ
ｐ
ｐ
画
岸
四
‐
函
ご
口
創
‐
ぬ
Ｐ
ｐ
Ｑ
ｐ
』
ご
口
周
冒
》

の
匡
函
色
目
ロ
ロ
芦
邑
幽
ロ
四
時
冒
函
四
国
旦
昏
①
口
四
》
も
。
］
少
望
勵
Ｈ
口
許
計
Ｐ
庁
彦
倒
函
凹
詳
ｐ
Ｈ
口
．

芳
香
あ
る
身
・
語
が
あ
り
、
無
辺
の
徳
の
芳
香
が
あ
る
如
来

に
、
私
は
芳
香
あ
る
香
を
供
養
す
る
。

ぎ
ぐ
四
国
§
ロ
ロ
日
勺
且
曽
色
線
香
の
供
養

○
四
口
Ｑ
豈
四
‐
の
四
日
ご
冒
倒
尉
四
‐
『
匡
洋
①
ロ
ゆ
ゞ
旦
画
ロ
ｂ
①
ロ
働
豈
四
日
ｍ
ｐ
ｍ
餌
ロ
ロ
冨
‐

ｌ
■
１
凸
４
‐
１
１
■

ロ
Ｐ
も
ロ
］
四
口
①
己
ロ
］
⑳
ｐ
Ｈ
詞
ロ
ロ
計
凹
Ｈ
官
軍
も
ロ
］
四
‐
ロ
ロ
②
］
煙
ロ
四
門
昌
巨
茸
煙
【
唇
四
Ｈ
Ｐ

香
の
要
素
を
具
え
た
芳
香
あ
る
線
香
を
以
て
、
最
高
の
供
養

の
器
た
る
供
養
す
寺
へ
き
人
に
、
私
は
供
養
す
る
。

吋
営
勺
且
習
四
水
の
供
養

法
。
旨
く
画
の
黒
ロ
ロ
○
ず
ロ
四
口
５
〕
毛
四
国
量
四
日
も
四
時
房
煙
も
勺
洋
四
目
』

■
●

凸
１
１
巴

四
国
匡
庶
凹
呂
ロ
己
四
氏
管
口
も
動
Ｑ
固
『
Ｐ
も
四
宮
函
四
口
ロ
色
庁
巨
禺
己
巨
幹
詐
⑳
Ｈ
昼
四
房
己
．

導
師
よ
お
受
け
下
さ
い
、
準
備
致
し
ま
し
た
こ
の
水
を
、
哀

感
し
て
手
に
取
り
、
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

シ
自
国
句
且
留
ゅ
食
物
の
供
養

前
掲
偶
中
の
冒
目
冨
昌
（
水
）
の
代
わ
り
に
ｇ
ｏ
茜
ご
四
目

（
食
物
）
が
入
る
。

以
下
同
様
に
、
園
営
目
（
薗
唱
）
句
且
習
い
粥
の
供
養
で
は
、

苗
月
旦
四
日
（
米
粥
）
に
、
シ
ぐ
巳
眉
騨
勺
且
曽
色
菓
子
の
供
養
で
は

巨
昌
烏
四
日
（
硬
食
）
に
、
ぐ
冨
且
包
口
ゆ
く
胃
悪
甸
且
図
四
副
食

の
供
養
で
は
ご
瀞
ご
Ｐ
ご
四
目
（
副
食
）
に
、
⑦
冒
口
冒
函
甸
且
留
四

１
４
■
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紅
茶
の
供
養
で
は
唱
目
画
冨
８
葛
Ｐ
目
（
医
療
品
）
に
、
田
島
黒

固
且
習
凹
薬
の
供
養
で
は
冨
困
忌
日
（
薬
）
に
、
国
目
色
勺
且
図
画

飲
物
の
供
養
で
は
圃
口
騨
冨
日
（
飲
料
）
に
、
国
巳
騨
も
且
図
画

キ
ン
マ
の
葉
の
供
養
で
は
３
日
目
両
目
（
キ
ン
マ
の
葉
）
に
置
き

換
え
て
調
せ
ら
れ
る
。

少
目
３
勺
且
曽
四
食
物
の
供
養
（
二
）

の
四
Ｈ
己
四
○
○
ｐ
四
Ｈ
ロ
①
め
い
昌
口
の
沙
も
け
い
冒
秒
員
〕
い
い
丙
ぼ
ゆ
彗
四
丙
凹
Ｈ
Ｐ

の
ロ
ゥ
ロ
○
〕
騨
口
四
尉
恒
Ｑ
ｐ
ｐ
豈
自
匡
口
甘
口
○
四
口
○
Ｈ
画
四
丙
也
Ｈ
Ｐ

の
四
ｍ
四
Ｈ
ｐ
ぐ
①
ロ
①
屋
芦
『
い
〕
幽
門
目
目
の
凶
ロ
ロ
ロ
炭
凹
罠
恒
電

４
４

４
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
１
４
』
４

ロ
ロ
ゆ
く
①
四
ｍ
①
、
い
い
ロ
色
ｌ
ぐ
房
口
秒
の
色
ｌ
ロ
ロ
甘
口
戸
四
Ｈ
ロ
．

魚
や
果
実
や
硬
食
の
入
っ
た
《
牟
尼
に
捧
げ
ら
れ
た
最
高
の

美
味
な
料
理
を
、
さ
あ
尊
敬
を
以
て
十
分
に
私
は
供
養
す
る
。

（
煩
悩
の
）
完
全
な
破
壊
と
消
滅
の
た
め
の
供
養
と
な
る
よ

津
フ
に
。

ロ
農
騨
勺
且
習
四
キ
ン
マ
の
葉
の
供
養
（
二
）

ｚ
幽
輌
ゆ
ぐ
巴
冒
也
巴
口
己
①
国
ｇ
ｏ
ロ
ロ
ロ
四
℃
こ
ぬ
四
‐
い
い
国
国
司
ロ
３
日
ゞ

汁
秒
昌
冒
ウ
ロ
」
凹
員
〕
も
色
苣
叩
四
ロ
ゴ
凶
芦
〕
〕
⑳
四
芹
四
忌
冒
℃
画
一
①
【
員
］
Ｑ
Ｐ
Ｒ
口
一
戸
ロ
色
尽
揖

ナ
ー
ガ
ヴ
ァ
ツ
リ
ー
の
葉
と
、
く
だ
い
た
ア
レ
カ
ナ
ッ
ッ
と

を
一
緒
に
し
た
、
百
枚
の
キ
ン
マ
の
葉
を
受
け
ら
れ
よ
。
私

は
勝
者
に
供
養
す
る
。

嗣
四
ぐ
ゅ
口
固
且
り
ゅ
風
の
供
養

ぐ
ゅ
ロ
ロ
ｐ
ｐ
ｍ
日
四
口
○
ｍ
巴
烏
腎
○
．
ず
ぽ
且
画
口
ゅ
日
、
騨
丙
く
い
も
巨
国
餌
四
‐

、

Ｐ
卜
凸
・

当
■
１
１
■

ぐ
ゅ
員
）
．
Ｈ
ご
Ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
四
ｌ
ｂ
画
く
四
ｐ
ｐ
ｍ
函
四
画
』
》
ぐ
こ
②
ロ
①
ご
色
巨
』
も
Ｅ
ゆ
く
①
．

礼
拝
し
恭
敬
し
、
釈
迦
族
の
最
高
者
に
仕
え
、
人
気
の
無
い

快
き
最
高
の
風
と
私
は
供
養
し
よ
う
。

⑱

。
胃
口
秒
国
甸
且
図
画
う
ち
わ
の
供
養

Ｈ
當
○
丙
包
は
置
戸
四
目
ウ
ロ
ロ
ロ
ロ
閏
頂
の
己
。
ｐ
四
Ｈ
ｐ
ｍ
ｐ
Ｑ
Ｑ
ぽ
ゅ
出
口
恒
働
丙
Ｐ
‐

Ｊ
１
４

Ｊ

Ｈ
ｐ
Ｈ
恒
》
Ｈ
口
凹
ロ
四
Ｈ
Ｐ
ロ
①
ｐ
ｐ
ｍ
屋
頤
凹
什
凹
昌
桓
》
も
ロ
］
四
〕
①
ｏ
四
園
巨
四
Ｈ
①
ロ
四
口
四
門
国
．

三
界
の
主
で
あ
り
、
浄
ら
か
な
徳
を
蔵
し
て
完
成
さ
れ
た
仏

陀
、
善
逝
に
大
い
な
る
価
値
の
あ
る
う
ち
わ
を
私
は
供
養
し

Ｌ
‐
生
浄
「
／
Ｏ

ｏ
ｇ
算
園
３
℃
且
留
凹
鐘
の
供
養

ｏ
ぽ
い
唇
吾
ロ
勵
禺
ゆ
ぐ
ロ
ロ
ロ
炭
山
Ｈ
①
ｐ
Ｐ
ｍ
四
門
①
ロ
Ｐ
Ｒ
己
四
・
日
匡
崗
①
ｐ
ゆ
く
○
・
の
四
‐

Ｑ
Ｑ
ｐ
四
門
口
同
国
ｐ
Ｈ
昌
・
①
、
ゆ
く
』
の
Ｐ
詐
庁
彦
輿
庁
騨
ぐ
ゆ
ず
ぽ
粋
ぬ
い
恒
号
固
勵
ウ
ロ
】
も
ロ
ー

く

く

］
四
『
①
、

鐘
の
音
に
似
た
妙
な
る
声
で
正
法
を
説
か
れ
た
師
に
私
は
三

打
の
鐘
を
供
養
し
よ
う
。

冨
巴
乏
色
冨
冨
弓
冒
涜
旨
四
○
騨
扇
ぐ
ゅ
花
の
沐
浴
の
偶

の
』
［
〕
○
房
Ｐ
。
戸
の
巨
口
。
］
〕
②
匿
巨
ロ
Ｑ
凹
一
肉
窪
員
］
》
冠
匡
己
も
丘
ｐ
Ｈ
目
ぐ
ゆ
己
邑
四
’

ぬ
口
唇
Ｐ
』
旨
く
臣
一
四
禺
糧
、
の
Ｐ
員
〕
ご
Ｐ
Ｑ
Ｑ
彦
○
口
邑
昌
や
ロ
」
①
禺
巨
』
》
ず
』
芦
い
く
①
『
判
色

庁
の
ロ
四
声
色
黒
固
め
巨
穴
ｐ
Ｈ

浄
ら
か
な
水
を
撒
い
た
、
色
と
香
り
を
具
え
た
花
を
正
覚
者
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に
私
は
供
養
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
私
に
幸
福
が
あ
り
ま
す

よ
』
フ
に
。

巨
巴
弓
且
際
胃
四
国
Ｐ
⑦
與
目
く
ゅ
花
の
供
養
の
偶

房
勺
且
曾
己
］
ご
匡
口
ロ
ロ
四
門
口
丙
匡
の
巨
員
官
①
ロ
四
口
の
ロ
四
』

も
匡
己
ロ
①
ロ
ｐ
Ｈ
口
の
計
①
ｐ
Ｐ
Ｏ
四
ヶ
○
合
口
再
口
○
丙
丙
ぽ
ゆ
員
］
》

一

己
巨
己
も
ぼ
ゆ
篇
恒
禺
目
筐
働
く
脚
は
ぐ
騨
庁
戸
勤
』
Ｑ
四
Ｈ
恒
同
）
①
）

屯
巡

丙
画
く
○
芹
画
庁
ぽ
幽
旦
国
は
ぐ
］
口
働
の
Ｐ
ｌ
ウ
ロ
ロ
ぐ
ゆ
目
』
．

私
は
こ
の
花
を
仏
陀
に
供
養
す
る
。
そ
の
福
に
よ
っ
て
私

に
解
脱
あ
れ
。
こ
の
花
が
し
お
れ
る
よ
う
に
私
の
身
体
も

同
様
に
減
に
至
る
。

い
く
色
毎
口
四
‐
ぬ
妙
ロ
ロ
ロ
伊
’
ぬ
ロ
ロ
○
℃
の
含
妙
儲
恒
の
諄
い
口
〕
丙
巨
ｍ
ｐ
Ｒ
口
四
ｍ
四
国
計
⑳
‐

⑳

芹
旨
ロ
．
Ｃ
ｑ
－
Ｐ
ぐ
ぃ
Ｈ
ｐ
陸
民
ロ
ロ
ロ
呂
邑
Ｑ
ゆ
め
の
色
．
凹
目
ｐ
Ｐ
Ｑ
口
あ
ゅ
Ｈ
Ｏ
Ｈ
巨
巨
の
．

。
合
し
ロ
と
。
、

令
伯
ｑ

色
と
香
り
と
美
し
さ
を
具
え
た
こ
の
多
く
の
花
を
、
牟
尼

王
の
聖
な
る
蓮
華
の
足
も
と
に
私
は
供
養
す
る
。

い
も
四
芦
○
○
豈
色
ウ
ロ
四
ｍ
ゆ
く
倒
口
凶
庁
声
色
》
も
巨
己
も
丘
四
閂
恒
］
Ｐ
」
旨
恒
』
Ｑ
四
Ｈ
ｐ

Ｊ

胃
〕
色
Ｈ
旨
い
〉
℃
四
ｐ
ｐ
Ｈ
ｐ
匡
己
も
四
』
い
‐
丙
四
］
日
凶
吋
四
》
ぐ
ぃ
の
巴
斉
』
‐
の
ロ
ロ
戸
②
ご
色
‐

Ｑ
甘
屏
色
目
ロ
．

世
尊
よ
、
主
よ
、
私
の
こ
の
紅
蓮
華
、
青
蓮
華
、
白
蓮
華
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
、
大
輪
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
の
合
掌
を
受
け

ら
れ
よ
。

⑦
煙
い
①
目
号
冒
島
旨
巴
勺
且
曽
凹
樹
の
花
の
供
養

門
ハ
宮
の
宮
獄
己
四
員
〕
己
丘
ロ
岸
拝
の
寓
冒
①
庁
Ｐ
農
浸
も
騨
函
函
勲
ロ
①
庁
ぐ
い
口
四
四
画
一
Ｐ
匡
民
邑
寧

■
ｌ
●

国
自
・
包
置
秒
‐
の
①
存
侍
丘
画
試
ｐ
ｍ
Ｐ
Ｈ
岸
く
倒
口
Ｐ
，
幽
庶
動
ゞ
い
①
民
ロ
ロ
も
房
己
昌
勲
『
①
．

、

こ
の
咲
い
た
花
を
合
掌
さ
せ
て
最
勝
の
仏
陀
を
億
念
し
て
空

中
に
も
私
は
供
養
し
よ
う
。

望
ぐ
貝
匡
勺
且
習
四
衣
の
供
養

閉
ハ
○
ｍ
①
目
『
四
戸
口
Ｑ
や
一
回
庁
①
己
Ｐ
詩
匡
門
邑
屏
巨
昌
胃
倒
境
色
計
庁
四
ｌ
丙
Ｐ
ロ
陣
ロ
脚
は
日
‐

ぐ
凹
民
の
口
四
ご
丘
⑳
ぬ
い
ぐ
ゆ
口
庁
色
昌
ロ
．
四
○
○
丘
倒
。
①
舜
冒
澤
砕
凹
含
面
倒
、
Ｐ
詐
四
Ｈ
Ｐ

、

絹
な
ど
の
材
料
を
使
い
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
で
染
め
て
織
っ
た
三

衣
で
私
は
世
尊
を
お
包
み
し
よ
う
。

シ
、
餌
ロ
四
勺
且
ぎ
ゅ
坐
具
の
供
養

ｚ
倒
冒
寧
日
四
日
あ
ロ
く
い
ロ
ロ
①
宮
》
丙
彦
四
ｓ
菌
日
ｏ
色
時
宮
古
ロ
閉
口
Ｈ
四
日
》

呂
口
ゆ
昏
倒
Ｈ
煙
ず
い
民
恒
〕
・
四
国
〕
、
閏
Ｑ
ｐ
Ｐ
ｐ
ぬ
ゆ
口
浄
Ｈ
ｐ
Ｑ
①
口
巨
の
凹
岸
汁
ロ
ロ
ロ
○
．

種
々
の
宝
珠
や
黄
金
を
ち
り
ば
め
、
美
し
く
輝
い
た
こ
の
大

い
な
る
価
値
あ
る
坐
具
を
私
は
師
に
捧
げ
や
す
。

以
上
の
如
く
、
そ
の
場
合
に
…
じ
て
種
々
の
供
養
の
偶
が
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
以
下
に
続
く
。

ぐ
腎
酔
島
留
日
際
閂
四
鴨
日
日
凹
謝
罪

１
Ｊ

嵐
働
く
２
国
ぐ
凶
○
山
日
詐
の
ロ
Ｐ
ｂ
閏
国
四
口
①
ロ
四
日
ゆ
く
幽
丙
四
国
日
）

ｔ

四
○
○
Ｐ
目
色
日
丙
ロ
四
門
目
四
目
○
ず
冒
色
ロ
倖
①
》
ず
丘
ｐ
Ｈ
君
秒
ご
邑
湧
司
四
汁
固
倒
‐

函
色
庁
Ｐ
・
身
・
語
・
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
私
の
不
放
逸
、
私
の
罪
を
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尊
師
よ
、
広
大
慧
の
如
来
よ
赦
し
給
え
。

ロ
①
ぐ
与
巴
〕
冨
国
且
目
色
神
盈
へ
の
功
徳
の
施

Ｐ
●
凸
伊
埜
４
■
ｌ

の
い
す
ず
Ｐ
Ｑ
①
ぐ
幽
騨
ロ
自
民
国
○
二
四
国
庁
匡
》
い
ぃ
ご
ず
ゆ
切
凹
尽
昌
も
色
詳
ご
‐
巴
Ｃ
Ｃ
Ｐ
呂
冠
色
・

の
ゆ
ず
ｅ
ゆ
ず
屋
画
与
四
・
・
・
・
・
・
》
の
ｍ
ｅ
ご
Ｐ
⑫
騨
含
庁
凶
・
・
・
・
・
・
・

全
々
の
天
人
は
随
喜
せ
よ
、
一
切
の
幸
福
の
た
め
に
、
全
て

の
地
祇
、
全
て
の
衆
生
は
（
以
下
同
じ
）

こ
れ
に
は
又
、
別
の
形
も
あ
る
。

］
．
シ
丙
倒
の
⑳
辣
丘
山
○
四
ウ
彦
巨
日
日
⑳
再
ぽ
ぃ
。
①
ぐ
倒
邑
幽
函
四
門
目
い
ば
苧

．
⑳

。
。
冨
丙
脚
甸
ロ
ゴ
画
⑳
日
岸
四
日
四
国
匡
日
Ｏ
Ｑ
ｐ
ｐ
計
匡
》
○
目
色
Ｈ
ｐ
時
四
Ｆ

丙
ロ
四
口
庁
巨
の
脚
ｍ
ｐ
ｐ
ｐ
Ｈ
ｐ
．

空
中
、
地
上
に
あ
る
天
・
龍
．
力
強
き
者
ら
よ
、
こ
の
福

を
随
喜
し
て
、
永
く
教
法
を
守
護
せ
よ
。

２
，
３
は
ｍ
留
秒
ロ
ゅ
日
（
教
法
）
が
号
、
四
国
色
目
（
説
示
）
と

目
四
日
Ｅ
３
目
（
我
と
他
人
）
に
置
き
か
え
ら
れ
る
。

ｌｚ
弾
旨
四
目
勺
冒
昌
日
色
先
祖
へ
の
功
徳
の
施

⑪

胃
Ｑ
四
再
口
員
〕
①
働
脚
画
冒
ゆ
寓
国
固
○
汁
届
》
、
匡
丙
丘
詳
勵
彦
○
国
計
屋
働
凶
芹
色
ぐ
○
．
く

こ
の
私
の
〔
功
徳
〕
は
先
祖
の
た
め
に
な
れ
、
先
祖
達
は
幸

〃
福
で
あ
れ
。

以
上
の
如
き
一
連
の
偶
は
、
ぐ
曾
口
目
目
⑦
目
目
（
礼
拝
の
偶
）
⑫

と
呼
ば
れ
、
小
児
が
日
曜
学
校
で
最
初
期
に
習
う
も
の
で
あ
る
。

三
帰
・
五
戒
に
次
い
で
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
徒
に
と
っ
て
最
も
一
般

的
な
パ
ー
リ
は
こ
れ
ら
の
礼
拝
偶
で
あ
る
。

供
養
（
目
試
）
の
語
源
は
く
目
一
で
尊
敬
の
意
味
で
あ
る
。
・
ハ
ー

リ
経
典
中
で
は
、
、
鼻
‐
く
同
（
恭
敬
）
盟
目
‐
く
肩
（
尊
重
）
目
色
二
①
丘

⑬

（
奉
事
）
と
並
録
へ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
注
釈
書
時
代
以
降
に
な

っ
て
か
ら
で
も
、
己
冨
の
農
且
四
国
色
目
圃
国
に
、
十
福
行
事
中
の

息
騨
＆
冒
（
尊
敬
）
に
つ
い
て
、
「
息
Ｐ
３
菌
と
は
自
蔵
に
よ
っ

⑭

て
敬
う
（
出
目
ｏ
目
冨
Ｈ
Ｏ
Ｓ
か
ら
」
と
さ
れ
て
い
る
。

然
し
、
礼
拝
偶
か
ら
は
、
尊
敬
の
意
義
を
離
れ
、
仏
陀
の
随
念

⑮

や
、
自
己
の
観
察
の
手
段
に
も
成
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
非
常
に
一
般
的
な
供
養
は
、
民
間
信
仰
の
方
法

と
な
っ
て
現
世
利
益
を
願
う
手
段
に
も
な
っ
た
が
、
一
方
、
話
せ

ら
れ
る
偏
に
は
、
積
極
的
な
意
義
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
礼
拝
偶

等
の
出
典
も
起
源
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
比
較
的
新
し
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
タ
イ
や
ビ
ル
マ
の
仏
教
と
関
連
も
詳
か
で
は
な
い
⑤

然
し
、
現
代
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
の
様
相
を
知
る
上
で
は
、
・
供
養

の
実
際
と
、
話
せ
ら
れ
る
偶
と
は
興
味
深
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
、

註①
例
え
ば
、
コ
ロ
ン
ボ
市
内
の
ヴ
ァ
ジ
ラ
ー
ラ
ー
マ
ャ
が
あ
る
。
当

寺
院
に
は
、
外
国
か
ら
の
留
学
僧
が
よ
く
居
留
し
、
啓
蒙
の
意
味
も

あ
っ
て
托
鉢
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

②
具
．
巨
旨
目
名
昌
冨
や
函
と
．

③
拙
稿
『
随
喜
』
印
仏
研
三
十
四
巻
二
号
参
照
。
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④
ス
リ
ラ
ン
カ
の
寺
院
の
菩
提
樹
は
全
て
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
か
ら
頒

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

⑤
《
自
国
画
○
口
Ｆ
目
○
甸
目
国
両
国
○
ご
国
月
月
閃
国
国
再
の
鈩
昌
菖
昌
ｑ

四
口
Ｑ
固
く
○
旨
陸
○
口
』
』
ず
く
Ｆ
〕
辱
号
留
冒
酔
尻
シ
ｚ
口
思
．
ｇ
調
．

⑥
冨
自
・
〕
ｐ
ｇ
●

⑦
胃
Ｆ
や
弓
騨

③
ぐ
旨
．
弓
・
ロ
壁
．

⑨
］
白
．
層
．
］
＄
＆
路
産
呂
産
麗
》
虐
陣
算
喝
出
司
．
崖
浮
震
』

宅
も
。
唾
興
函
奈
的
↑
い
》
〕
ぐ
〕
も
も
．
］
、
圭
一
司
吟
》
く
』
も
．
ｍ
］
岸

⑩
ｐ
ｇ
．
く
自
認
《
由
豐
昌
口
ぐ
①
の
自
営
①
制
口
陣
一
息
ｇ
四
国
員

ぐ
ゅ
己
い
口
岸
ｏ
Ｐ
ゆ
Ｈ
ｐ
Ｈ
ｐ
ｐ
ｌ
衰
黛
尋
奇
智
ｓ
ｌ
Ｇ
里
廷
国
富
《
）
Ｒ
ロ
四
目
ｐ
い
い
脚
ず
ぽ
①
罰
四
庁
⑳
］
一
群
圏

豈
白
砕
管
も
．
い
つ
《
《
・
・
・
・
・
鼻
曾
詐
画
倒
儲
口
も
酔
い
巨
叶
四
庁
蝕
、
匡
討
倒
昌
芦
命
倒
口
］
倒
民
倒
罠
ｐ
ｐ
ｌ

ｏ
①
詐
陣
昌
脚
ロ
］
ぐ
ゆ
目
色
ｉ
○
①
戴
く
脚
画
砕
爵
鴎
尋
野
琴
Ｓ
Ｉ
Ｇ
風
《
三
割
ご
↑
ず
丘
耐
色
口
秒
丙
倒
目
砕

く

の
い
』
○
［
国
ゆ
ぽ
四
門
目
の
四
口
砕
井
凹
詐
ぽ
い
Ｈ
ロ
ロ
①
凹
骨
印
①
ｐ
ゆ
め
秒
目
①
、
ロ
ぐ
］
ぽ
い
Ｈ
①
ぐ
ぐ
ゆ
月
画

卜

。
Ｌ
、
、
口

色
ロ
ロ
①
く
い
口
似
Ｈ
ｐ
ｐ
汁
騨
Ｈ
ロ
ヴ
ロ
い
く
四
ケ
ロ
①
Ｈ
ゆ
く
四
門
口
。
い
い
の
①
ぐ
ご
い
尉
邑
〉
》
。

卜
■
“
卜

０
，
輿

。
‐
Ｆ
“
Ｌ
。
、
。

、
。
．
罠
や
鳶
口
ぐ
ふ
目
』
く
い
．
扇
Ｉ
燭
．

⑫
ぐ
旨
．
ぎ
ゞ
口
囲
．

⑬
ご
ぐ
ふ
忌
．

⑭
巨
ぐ
ふ
己
．
ぐ
．
ち
．

⑮
切
・
ｐ
臆
ｌ
シ
・
ロ
．
詞

⑯
旨
ぐ
み
農
ご
・
認
．

⑰
普
通
の
水
に
白
檀
の
粉
を
入
れ
る
な
ど
し
て
浄
め
た
も
の
。

⑬
潅
水
は
単
に
供
養
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
雨
乞
い
の
為
に
も
行
な

わ
れ
る
。
こ
れ
は
仏
教
以
前
の
信
仰
に
逆
の
ぼ
る
と
見
ら
れ
る
。

⑲
キ
リ
・
バ
ッ
ト
ゥ
は
栄
養
価
の
高
い
食
物
と
さ
れ
正
月
や
慶
時
に

作
ら
れ
る
。

⑳
こ
の
旗
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
菩
提
樹
に
参
拝

し
た
時
に
も
奉
献
さ
れ
て
い
る
。

⑳
香
草
の
一
種
で
カ
ス
カ
ス
草
（
ｏ
尻
○
房
．
唇
ロ
鳥
目
の
）
の
こ
と
。

根
が
芳
香
を
持
つ
の
で
、
こ
れ
を
広
げ
て
縁
を
止
め
を
柄
付
け
て
う

ち
わ
状
の
も
の
を
作
り
、
部
屋
に
か
け
ら
れ
る
。

⑳
キ
ン
マ
の
葉
で
、
南
ア
ジ
ア
で
嗜
好
品
と
し
て
、
タ
バ
コ
や
石
灰

や
ア
レ
カ
耶
子
の
実
な
ど
と
共
に
咬
ま
れ
る
も
の
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で

は
、
敬
意
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
、
正
月
（
四
月
頃
）
に
は
、
こ

の
葉
を
束
に
し
た
も
の
が
子
か
ら
親
に
鵬
ら
れ
る
。

⑳
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
星
宿
信
仰
は
盛
ん
で
あ
り
、
各
人
の
運
勢
の
暦

が
誕
生
時
に
正
確
に
作
ら
れ
、
結
婚
等
は
全
て
こ
の
暦
に
基
づ
き
方

位
と
時
刻
が
決
定
さ
れ
る
。

⑳
．
樟
脳
も
又
、
香
料
の
一
種
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

⑮
《
《
凹
昌
冒
冨
唱
困
冨
国
国
民
己
①
＄
鼠
＄
冒
国
且
巨
ご
旦
曽
⑳
ご
〕

や
国
・
＆
．
ず
罰
国
色
目
ぐ
陛
庁
属
四
与
働
恒
四
ｄ
四
日
３
』
○
○
盲
目
ヴ
○
》
岳
曽
．

⑳
具
．
注
⑩
ロ
９
．
ぐ
の
．
扁
頚
ｇ
ｏ
《
《
ｚ
①
３
日
ぽ
ぽ
○
の
閏
洩
口
四
日

斤
胃
目
ゅ
日
》
ロ
①
目
白
＄
Ｈ
四
口
ゆ
日
耳
冨
目
色
目
ゞ
ロ
①
国
日
閨
３
口
伊
目
甲

噌
目
目
四
》
の
§
ず
④
。
巨
戸
斥
彦
脚
冨
日
巨
８
④
陣
．
母
○
ｏ
ゆ
ず
目
。
。
戸
四
目
・
の
伊

ロ
ロ
四
日
目
四
日
０
秒
．
、
自
警
Ｐ
ｇ
ｏ
い
、
肖
騨
口
四
昌
咽
さ
」
ｏ
呉
団
国

閏
目
Ｐ
３
Ｃ
○
四
昌
》
３
旨
目
い
も
四
国
ロ
①
】
四
℃
開
＄
陣
・
》
・

＠
注
⑤
同
書
や
弓
．

⑳
旨
ぐ
み
輿
ぐ
の
．
畠
ｌ
翼
．

⑳
号
菖
・
皐
溺
』
ぐ
．
露
．

⑳
こ
れ
ら
、
阿
羅
漢
か
ら
世
尊
迄
を
仏
の
九
徳
と
呼
ん
で
い
る
。
ニ

カ
ー
ャ
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
必
ず
冒
頭
の
冒
宜
と
末
尾
の
陸

と
を
附
す
る
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
簡
略
化
さ
れ
て
、
２

ノーm
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以
下
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

、
こ
の
部
分
は
、
缶
．
鴬
固
認
．
等
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

末
尾
の
陸
は
附
随
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

、
三
種
と
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
か
。

⑳
こ
の
部
分
は
Ｐ
・
芦
弔
段
．
の
前
項
の
記
述
に
続
く
箇
所
か
ら
の

引
用
。

⑭
こ
こ
で
の
三
種
も
、
過
去
・
現
在
・
未
来
か
。

⑮
衆
生
（
の
胃
薗
）
は
特
に
死
者
の
霊
や
夜
叉
等
を
指
す
。

⑳
こ
れ
ら
の
三
偶
は
、
先
の
仏
法
僧
の
礼
拝
の
偶
の
各
最
後
に
付
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

⑰
第
二
偶
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

⑬
３
日
目
秒
は
、
払
子
で
も
あ
る
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
於
て
は
、
払

子
は
実
用
的
な
は
た
き
の
み
で
あ
り
寺
院
で
は
大
小
の
う
ち
わ
が
装

飾
用
や
説
法
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑲
第
二
、
第
三
偶
は
屡
を
省
略
さ
れ
る
。

⑳
か
の
（
３
日
）
の
か
わ
り
に
冒
○
（
我
食
の
）
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

＠
日
の
（
私
の
）
の
代
わ
り
に
く
○
（
我
煮
の
）
も
用
い
ら
れ
る
。

＠
日
腿
学
校
ｅ
四
冒
日
風
の
騨
旨
〕
己
冒
Ｈ
ｇ
四
‐
め
呂
○
巳
）
で
六
歳
と
七

歳
で
礼
拝
偶
を
習
い
、
以
後
パ
リ
ツ
タ
等
を
習
う
。

⑬
ぐ
白
》
や
隠
鱒
目
や
鵠
卸
巨
怠
》
画
賠
》
場
．
鴬
や
ご
》
ｄ
、

己
．
い
』
酌

⑭
星
．
や
罷
卸

⑮
こ
の
点
か
ら
、
シ
・
属
．
己
冒
Ｈ
Ｂ
昌
留
ｐ
博
士
は
、
供
養
を
修
習

（
ｇ
副
四
目
）
の
一
種
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
（
一
九
八
五
年
九
月
十

日
、
大
谷
大
学
で
の
講
演
の
博
士
の
原
稿
よ
り
）

本
稿
で
の
偶
の
収
録
の
た
め
に
参
照
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
。

辱
く
国
四
口
○
○
房
ｐ
Ｐ
ｑ
ゆ
ぽ
昌
僅
、
〕
》
８
．
ご
国
⑦
ロ
ロ
四
巴
昌
弔
尚
巴
畠
箇
穴
Ｐ
吋
○
ゞ

○
○
胃
Ｏ
Ｈ
ロ
ウ
○
．

《
《
の
冒
胃
戸
昌
ｐ
唱
印
色
ぽ
芹
ｐ
弓
臂
芹
己
忠
い
口
働
、
ロ
ロ
四
国
○
・
亘
宅
口
試
ぐ
Ｐ
〉
》

＆
、
ず
ぐ
国
画
目
ご
陛
庁
属
巴
く
ロ
ョ
ゆ
く
色
昌
の
②
》
○
○
旨
冒
ヴ
○
］
己
曽
．

０
、

Ｌ
●

屋
《
閉
匿
国
ぽ
い
ぐ
ゆ
ｐ
い
く
沙
ロ
ロ
四
口
凶
』
①
ロ
．
ず
ぐ
昌
色
Ｑ
旨
①
弓
四
国
画
Ｐ
禺
宮
】

史

の
閑
四
口
い
の
①
く
い
丙
秒
の
Ｐ
冒
詳
ご
ゅ
》
宮
④
ロ
閏
臘
四
目
い
》
岳
曾
．

《
《
弓
酔
ご
昼
芦
冒
冒
、
色
目
○
面
○
庁
の
脚
日
画
口
①
Ｈ
包
嗣
四
国
画
・
沙
ぽ
ゅ
目
も
○
庁
色
》
》
．
⑦
ｇ

ご
『
シ
ヰ
ロ
ロ
い
ぐ
①
罰
四
彦
巳
Ｐ
ｐ
ｐ
ｇ
鈩
彦
ｐ
ｐ
ｍ
①
日
四
口
曰
凹
獄
昌
国
門
働
白
四
．

Ｋ

Ｏ
騨
日
ぬ
ゅ
吋
秒
白
色
国
③
》
○
○
］
○
口
舌
○
》
こ
『
酌

《
《
勺
脚
匡
凹
日
丘
巴
四
吋
胃
詳
悶
９
画
．
』
電
①
ｇ
す
ぐ
嵐
胃
旨
凹
ヰ
ロ
ロ
ロ
ぐ
①
己
宮
騨
‐

く

Ｈ
ｇ
凹
冨
尉
陣
〉
ぐ
己
目
巴
四
口
屏
脚
尉
①
昌
凹
口
耳
目
四
目
四
ゞ
園
匿
い
個
々
Ｐ
ゞ
ご
鯉
．

へ
《
甸
吋
詳
勺
ｇ
Ｐ
》
）
己
の
獣
］
ゆ
く
Ｐ
昼
目
四
秒
目
弾
域
口
目
”
『
①
も
Ｈ
ｐ
丙
隙
凹
口
沙
］
Ｐ
匡
噂

Ｎ
ご
叩
く
ご
圧
弼
訓
ｏ
ｏ
５
員
旨
。
」
声
噸
鵠
＄
．

《
《
国
四
口
。
。
百
四
シ
ｇ
ｐ
巨
旨
Ｐ
》
》
①
』
。
ぴ
ぐ
嵐
育
賦
唇
①
ｚ
脚
ｐ
Ｐ
ａ
目
昌
伊

巡

ｏ
ｐ
ｐ
ｐ
ｍ
の
ロ
Ｐ
○
○
旨
ヨ
ヴ
○
〕
こ
い
い

《
鼻
切
○
口
冨
吋
口
試
く
ゅ
》
》
ず
『
罰
①
Ｈ
皀
丙
山
口
③
○
四
国
口
四
畠
日
巴
煙
》
○
○
ざ
目
げ
○
》

］
の
唖
四
。

《
《
ｍ
Ｐ
Ｑ
巨
函
匡
僖
四
国
彦
副
ぐ
ゅ
ｐ
働
く
四
》
）
ず
『
ｚ
巴
い
］
四
国
①
鈩
吋
営
凹
Ｑ
ぽ
ゅ
日
日
口
・

昌
垣
酌
切
。

《
《
の
巨
ず
Ｏ
Ｑ
医
四
国
巨
邑
・
ぽ
ゆ
シ
・
包
唇
昌
亀
》
び
く
因
．
ぐ
．
「
．
○
昌
口
儲
の
屍
ｐ
Ｈ
四

○
○
冒
国
ロ
ヴ
Ｐ
目
⑮
、
鰐

《
《
ロ
凹
冒
目
弓
削
巴
Ｐ
こ
ぐ
○
房
．
い
ふ
ゞ
声
蝉
叩
柑
罰
恥
（
唱
冨
固
ら
・
９
‐

』
○
Ｈ
ロ
ワ
ｐ
］
ぬ
『
『
－
胃
の
唖
切

《
《
勺
ゆ
風
倖
伊
〉
》
い
も
昌
賦
い
の
竜
宮
貝
○
秒
ぐ
９
．
四
・
・
己
廿
］
ゞ
ワ
望
Ｆ
建
琶
。
①

四
宮
Ｐ
庁
声
①
ｚ
胃
旨
口
巴
冨
扁
①
自
日
．
○
○
５
９
ず
○
．
忌
日
．
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《
目
昏
の
両
①
園
四
○
口
目
①
閉
旦
田
口
・
包
冨
の
蕨
冒
の
風
伊
四
国
丙
四
、
津
貝
○
口
い
ぼ

国
①
匡
禺
四
口
・
勺
Ｈ
Ｐ
昇
旨
の
．
〉
ず
ぐ
ご
く
，
の
．
嗣
四
昌
旨
四
は
崖
四
戸
①
．
、
《
閃
①
鹿
‐

、
●
輯

四
○
房
ロ
①
の
、
旨
の
風
Ｆ
四
口
屍
色
ゞ
ゞ
①
ａ
一
旦
］
○
面
己
同
○
閉
○
閏
討
吋
．

》
自
画
、
Ｈ
西
四
厚
〕
、
画
言
昇
①
》
○
○
ざ
国
澤
）
○
】
］
電
ゞ
Ｐ

《
↑
目
皀
の
冨
胃
Ｈ
ｏ
Ｈ
ｇ
三
の
ワ
岸
国
ヨ
ョ
Ｐ
・
〕
急
増
ｚ
目
色
（
旨
閏
昌
嗣
硝
魍
も
Ｐ
》

ぐ
こ
胃
ｐ
Ｈ
色
目
Ｐ
、
ｏ
ｇ
Ｏ
ｐ
３
Ｏ
』
礫
．
Ｃ
ｅ
ら
圏
、
卸
彦
①
ｇ
忌
認
》
３
１
①
（
］
．

ず
く
胃
門
Ｐ
い
の
四
も
四
、
》
函
昌
ロ
⑦
自
昌
や
『
、
》
門
①
ぐ
厨
①
（
］
①
ｇ
ご
冒
禺
ハ
岸
国
口
陣
己
餌
晨
○
管

嗣
四
口
ｇ
『
）
邑
困
』
四
ａ
Ｈ
①
‐
且
．
こ
ぎ
．

以
上
の
資
料
か
ら
は
、
プ
ー
ジ
ャ
ー
に
諦
せ
ら
れ
る
礼
拝
の
偶
（
ご
Ｐ
ロ
ー

目
目
‐
唱
昏
巴
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
偶
の
記
さ
れ

た
国
立
博
物
館
や
。
ヘ
ー
ラ
ー
デ
’
一
ヤ
大
学
所
蔵
の
貝
葉
は
十
八
世
紀
以

降
の
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
興
味
が
持
た

れ
る
。

《
、
弓
閏
葺
眉
豐
善
》
》
旨
白
目
昌
冨
‐
ぐ
冒
胃
色
住
の
大
長
老
に
よ
っ
て
謂
せ

ら
れ
た
も
の
。
ビ
ル
マ
仏
教
協
会
出
版
部
、
岳
割
．
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